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商品名等
（電気用品名等）

空気活性化装置

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　当装置は、マイナスイオンとオゾンを発生させ、塵埃、ウィルス、かびの胞子、
花粉、悪臭等の除去・除菌・脱臭等を行い、屋内空気の浄化を行うものである。

○構造、仕様、意匠
　固定式針形イオン発生器及びオゾンプレートと称するオゾン発生器を内蔵して
おり、発生させたオゾン及びイオンをファンで拡散させる。なお、集塵フィルタ
ーを有しておらず、薬剤等の除臭機能もない。
　　定格：１００Ｖ、３０Ｗ

○ 主な使用者、販売先
ホテル、レストラン、病院、一般住宅

２　対象・非対象の解釈

　特定電気用品以外の電気用品中、その他交流用電気機械器具の「医療用物質生成
器」として取り扱う。

（理由）
　集塵フィルター、高電圧集塵等の空気清浄機構を有しておらず、電気的に発生さ
せたオゾン及びマイナスイオンにより屋内空気の浄化が行われる装置なので、「医
療用物質生成器」として取り扱うのが、妥当と判断する。


